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研究成果の概要（和文）：本研究では、「地域歯科医療教育」で網羅すべきコンピテンシーを全国の歯学教育者
および現場の歯科医療実践者から情報収集を行うとともにそれらを分析し、6年間の学部教育における学習アウ
トカムを「地域医療とヘルスプロモーション」として具体的に明示した。その上で、研究代表者所属施設におけ
る学部教育カリキュラムに研究成果を応用し、将来地域歯科医療に貢献しうる、より具体的な人材育成プログラ
ムの構築を行った。6年間の学生の能力の成長を客観的に評価する必要があるため、学習方略と評価のツールと
して新たにeポートフォリオシステムを開発し、2019年4月より運用を開始した。

研究成果の概要（英文）：We determined desired competency for community dental education by means of 
information gathering from educators in all Japanese dental school and community dental 
practitioners, and analyzing the data. We also manifested the specific learning outcome of six years
 undergraduate education, as “community medicine and health promotion”. These products were 
applied for our dental school undergraduate curriculum, and established more specific human resource
 development program, who will contribute future community dental health service. And we also have 
to assess student progress in six years undergraduate curriculum, so we developed innovative 
software for students’ learning and teachers’ evaluation, named “e-Portfolio System”, which were
 running from April 2019.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
昨今の人口の高齢化や社会の変化に伴い、地域にしっかり根差し、幅広い視野を持った歯科医療の提供が求めら
れている。本研究では、将来を担う地域指向型の医療人材を効果的かつ効率的に育成することを目的とし、全国
の歯学部の教育者や現場の歯科医療実践家から、地域歯科医療を推進するために必要な能力の抽出を試みた。そ
の成果を研究代表者の所属施設で具体的な教育カリキュラムに可能な限り組み込み、新たな人材育成プログラム
を構築した。現時点で本プログラムを履修した卒業生は生まれていないものの、学生の中には地域指向マインド
が生まれつつある。将来の地域医療を担う人材の育成にはさらなる取り組みが必要であると考えられる。
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１．研究開始当初の背景 

諸外国と比較して類を見ないスピードで高齢化している我が国において、超高齢社会に適切

に対応しうる医療制度の枠組みの構築や人材育成を早期に実現する必要がある。特に歯科では

最近 20 年間で、歯が残存している高齢者の増加、複数の基礎疾患を有する患者の増加、小児

のう蝕の減少などが著しく進み、歯科医療提供の抜本的な構造改革が求められている。しかし

ながら、このような地域医療供給体制やそのニーズの変化に伴う各大学における卒前の教育方

法については、十分に対応しきれていないのが現状である。「地域歯科医療教育」は、歯学教育

モデル・コア・カリキュラムにおいて歯科医師として求められる基本的な資質に挙げられてお

り、その重要性は十分認識されている。しかしながら各大学での状況は一様ではなく、様々な

時期に、様々な担当者が、様々な内容について教育を行っているのが現状であると考えられる。

これは、「地域歯科医療」に対する認識や理解が各大学によって異なることが最大の原因である。

一方で医療者教育の世界

では、世界的な分野別認証

評価の動きにあわせて教

育の「質」の保証が求めら

れており、カリキュラムの

あり方も従来の GIO、SBO 

方式（学習目標準拠型）か

ら OBE（学習目標基盤型）

へ移行しつつある。我が国

でもこの方式が徐々に導

入されつつあるとともに、

研究代表者所属機関でも

全国歯学部に先駆けて本

格導入を行った（図１）。 

 

２．研究の目的 

本研究では、地域歯科医療を担う質の高い人材を育成するために、我が国で行われている地

域医療教育のあり方を見直し、モデル的な教育カリキュラムをデザインするとともに、研究代

表者の所属施設での OBE カリキュラムにおいてその一部を実施、検証することにより、その教

育および評価手法を確立することを目的とする。また要望があれば、他施設での教育カリキュ

ラム導入の支援も行う。 

 

３．研究の方法 

（１）「地域歯科医療教育」の実施状況に関する調査 

全国の大学、歯科大学の教育担当者を対象に、それぞれの施設における「地域歯科医療教育」

の実施状況 について調査を行う。 

（２）地域歯科医療実践者による「地域歯科医療教育」への期待に関する調査 

全国の開業歯科医を対象に、Web アンケートの手法を用いて、地域歯科医療を実践する上で

求められる能力、資質等について調査を行う。自由記載部分については質的言語分析の手法を

用いて解析する。 



（３）「地域歯科医療教育」のあり方の検討とその「コア・コンピテンシー」の構築および教育

カリキュラムのデザイン 

今回の調査結果をもとに十分な検討を行った上で構築した「コア・コンピテンシー」の枠組

みを卒前教育の中で実施するために、研究代表者の所属施設において実現可能な具体的方略に

ついて、関連する教育研究者と意見交換を行いながら、モデルとなる教育カリキュラムの立案

を行う。併せてこれらを OBE カリキュラムに適合する形にデザインし、学年進行に合わせて順

次導入するとともに、必要に応じて改善していく。 

（４）学部教育における「地域歯科医療教育」の実質化 

本課題における研究期間では、教育の実施は実質２年にとどまり、教育効果の検証を行うに

は不十分であり、継続して検討が必要である。研究代表者所属施設が同医学部と共同で運用し

ている eポートフォリオシステムに、６年間一貫で求められる能力の成長をつぶさに観察し、

記録できる機能を盛り込み、アウトカム基盤型教育の重要な点である能力の成長評価を実現す

る。 

（５）他大学、団体への教育カリキュラム導入支援 

 本研究を遂行する上で得られた各種知見や、カリキュラムデザイン上のノウハウ等を、他大

学や他団体の教育カリキュラム導入時に情報提供を行い、必要に応じてアドバイスをするなど

支援を行う。 

 

４．研究成果 

（１）全国の大学、歯科大学の教育担当者を対象に、それぞれの施設における「地域歯科医療

教育」の実施状況について調査を行う予定にしていたところ、研究代表者が所属する日本歯科

医学教育学会にて同様の調査が行われる情報を得たため、本研究費の支援を得ずに調査が行わ

れた。その結果、「地域基盤型教育」では特に在宅歯科医療、介護医療、口腔衛生管理等に関す

る内容が重視され、これらの教育は年を追うごとに徐々に各教育施設で充実していた。一方、

各施設の置かれた地域性を背景に、それぞれが持つ教育資源を効果的に活用した結果、大学ご

とに特色ある取り組みが行われていることが明らかとなった。 

（２）地域歯科医療実践者による「地域歯科医療教育」への期待について、研究代表者の所属

施設の臨床教授である離島材集の歯科医師に対して半構造化インタビューを行い質的に分析し

たところ、地域歯科医療においては「自分自身の専門的な能力」が役立っており、「自分の能力

の限界」を把握することが重

要であり、大学教育に期待す

ることとしては主に「コミュ

ニケーション能力の向上」が

挙げられていた。 

（３）研究代表者所属施設で

平成 27 年度より卒前教育に

全面的に導入している「アウ

トカム基盤型教育」において、

本研究成果を参考に、コンピ

テンス、コンピテンシーの見

直しを行った（図２）。その

上で、開講している授業科目、



特に２年次開講の「地域体験実習」、３年次開講の「地域・離島歯科医療学」、「コミュニケーシ

ョン学」、５年次開講の「総合歯科医療実践学」において、本研究で行った調査結果等を参考に

教育内容の見直しを実施した。 

（４）研究代表者所属施設が同医学部と共同で運用している eポートフォリオシステムは、こ

れまでのところ各学習項目に対する学生の振り返り記録と、それに対する教員のフィードバッ

クを管理するシステムとして運用していたが、アウトカム基盤型教育で求められる学生の成長

の記録を可視化できるように、大幅なシステム改修を行った。具体的には、授業科目ごとに、

それらに密接に関連するコンピテンスを学生が自己評価し、それに対して教員が能力評価を行

う。その結果がコンピテンスごとに集約され、学年ごとのコンピテンスの評価結果が一覧でき

るようになるものである。これにより、各学生の成長に合わせて、それぞれのマイルストーン

ごとの評価結果が一覧できるようになり、能力の成長プロセスが可視化できるようになるもの

である。本システムは現時点では未完成であり、さらに継続して精度を高めていく必要がある。 

（５） 他大学、団体でのカリキュラム導入支援実績（すべて講演会形式での実施） 

①田口則宏「アウトカム基盤型教育２」福岡歯科大学・講演会、平成 28 年 6月． 

②田口則宏「アウトカム基盤型教育とポートフォリオ」神奈川歯科大学・講演会、平成 28 年

10 月． 

③田口則宏「アウトカム基盤型教育 今後のカリキュラム改革の方向性」岡山大学歯学部・講

演会、平成 28年 12 月． 

④田口則宏「アウトカム基盤型教育とポートフォリオ」日本歯科大学新潟生命歯学部・講演会、

平成 29年 1 月． 

⑤田口則宏「鹿児島大学歯学部におけるアウトカム基盤型教育について」福岡歯科大学・講演

会、平成 29 年 3月． 

⑥田口則宏「アウトカム基盤型教育 今後のカリキュラム改革の方向性」北海道大学歯学部・

講演会、平成 29年 6月． 

⑦田口則宏「アウトカム基盤型教育の歯学教育への導入」日本大学松戸歯学部・講演会、平成

30年 1月． 

⑧田口則宏「アウトカム基盤型教育の理論と実践」長崎大学歯学部・講演会、平成 30 年 2月． 

⑨田口則宏「アウトカム基盤型・コンピテンシーベースの教育プログラムとは何か」日本補綴

歯科学会招待講演、平成 30 年 2 月． 
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